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　2011年東北地方太平洋沖地震に伴う大津波は東北地方沿岸の鉄道構造物に甚大な被害を与えた。鉄道構造

物の将来的な津波に対するリスクを把握するためには、これらの被災データから津波被害関数を構築すること

が有効である。被害関数は対数正規分布・正規分布で表されるのが一般的である。本研究では、2011年東北

地方太平洋沖地震に伴う鉄道構造物の被害データおよび浸水深をGIS上で統合することにより津波被害関数を

構築した。なお、津波被害関数の構築手法は越村ら(2009)を参考にした。 

　本研究では、複数の文献から東北地方太平洋沿岸に位置する鉄道構造物の位置データおよび被害データを収

集した。まず、鉄道構造物が位置する津波の浸水深を算出するために、国土交通省都市局・復興支援調査

アーカイブで公開されている100m×100mメッシュの2011年東北地方太平洋沖地震の浸水深データを利用し

た。次に、鉄道構造物の位置を算出するために、国土交通省の国土数値情報の鉄道データおよび国土地理院の

基盤地図情報を利用した。鉄道構造物の種類は、駅、橋りょう、トンネル、踏切、路盤、擁壁、函渠、盛

土、切土など多岐にわたる。また、鉄道構造物の構造種別も、土、C造、RC造など多様である。構造種別の影

響を考慮するために、全被害データを用いた場合と構造種別をRCに限定した場合で津波被害関数を作成した。 

　その結果、多種多様な鉄道構造物を一律に評価しているため、越村・郷右(2012)で示されている2011年東

北地方太平洋沖地震における建物に対する津波被害関数と比較して、勾配が小さくなる傾向が示された。さら

に、作成した津波被害関数の再現性を確認するために、宮城県石巻と岩手県島越を対象として、内閣府モデル

（2011年東北地方太平洋沖地震再現モデル）の浸水深分布から鉄道構造物の津波損傷確率を示した。 
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